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の 107回疲労強度が低下した理由は,β本目に析出した A12Caがβ相 自体のき裂









下 した。均質化処理材のβ相は Mg2Ca+A12Caとなり,α相 とβ本目の界面の強
度が低下し,き裂が界面から発生 したために,均質化処理材の方が 107回疲
労強度が低下した。
AZ91の連続鋳造材 とダイカス ト材の疲労特性を調べた結果,両者の疲労寿
命 と疲労強度に差は見られなかつた。
AZ91のダイカス ト材を用いて,表面粗 さの影響を調べるために,機械加工
のまま材 と表面研磨仕上げ材の疲労特性を調べた結果,両者の疲労寿命 と疲
労強度に差は見られなかつた。
AZ61,AZ31は107回以上の高サイクル域において,疲労強度が低下する現
象が見られた.これは,双晶変形からすべ り変形への破壊形態の移行が原因
であると考えられる。しかし,AZ91は双晶変形からすべ り変形への破壊形
態の移行が起こらず,107回以上の高サイクル域での疲労破壊は見られなか
った .
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